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６－３ ３／６の指導計画

（１） 目 標

・ 表現の仕方と効果を考えて，リライト作品の構想を練ることができる。

・ 話し言葉と書き言葉の違いや，共通語と方言の果たす役割について理解できる。

（２） 展 開

過
程

学習活動
教材

資料
指導上の留意点

評価規準と評価方法

Ｃの状況の生徒への手立て

導

入

１ 学習計画表を見て，本

時の目標を確かめる。

学習計画

表

〇学習課題や本時の目標を

確認させる。

展

開

２ 本文の２～３行を選ん

で，実際にリライトする。

３ 主人公にする人物が同

じであるグループで，リ

ライトしたものを紹介し

合う。

４ 作品の雰囲気を作り上

げる要素の１つである方

言と共通語の使い分けに

ついて理解する。

５ リライトする部分や，

リライトに取り入れる表

現の工夫を考えて，リラ

イト作品の構想を練る。

ワークシ

ート②

ワークシ

ート④

ワークシ

ート⑤

〇リライトしやすい部分を

例示して生徒に選ばせる

などして，生徒が迷わず

にすむようにしておく。

〇リライトの条件に合って

いるかどうか確認させ

る。

〇特に，条件Ⅲの「表現の

仕方をまねる」ことにつ

いてできているかどう

か，確認させる。

〇方言が生活の言葉である

ことを理解させたり，語

り手が共通語で語ること

の効果について考えさせ

たりする。
〔効果の例〕

・日本語を知っていれば，誰

もが読める小説にしている。

・語り手は主人公の少年の視

点から語ったり，少年に寄り

添ったりしているが，決して

少年自身ではないことを示し

ている。

○主人公にした人物の行動

描写がある部分を中心

に，リライトする部分を

決めさせる。

言－１ 話し言葉と書き

言葉の違いや，共通語

と方言の果たす役割に

ついて理解している。

【ワークシートの記述】

ま
と
め

７ 授業を振り返って自己

評価をし，学習計画表に

「学んだこと(学習のま

とめや感想）」を記入す

る。

８ 次時の見通しをもつ。

学習計画

表

ワークシ

ート⑤

〇「学んだこと」の欄には，

方言と共通語について学

んだことも書くように指

示する。

○次時は実際にリライトす

ることを確認する。

表現の仕方と効果を考えて，リライト作品の構想を練ろう

「盆土産」を全て方言

で書いたものと本文

とを比較したり，逆に

全て共通語で書いた

ものと本文とを比較

したりして，共通語と

方言の果たす役割に

ついて考えさせる。


